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令和２年度第４回庁議提案 審議・報告・その他 

                    提 出 日：令和２年５月２６日 

                    担当部・課：総務部危機対策課〔内線４１５７〕 

①  件  名 

石巻市洪水ハザードマップの配布について 

② 施策等を必要とする背景及び目的（理由） 

【背景】 

  平成２８年度に国土交通省が、北上川、旧北上川及び江合川の氾濫による最大浸水想定を発表し

たことに伴い、市民に対して、市ホームページ上で簡易的に情報を提供してきた。 

 

【目的】 

  国土交通省が発表した最大浸水想定は、千年に一度の大雨により北上川、旧北上川及び江合川の

堤防が決壊した場合を想定しているが、石巻市洪水ハザードマップにより、本市における洪水浸水

想定区域及び本市の指定避難場所等を併せて周知することで、市民への注意喚起と円滑な避難行動

に繋げる。 

③ 根拠法令及び総合計画又は個別計画との整合性 

【根拠法令】 

 水防法（昭和２４年法律第１９３号） 

 石巻市地域防災計画 

【〔総合計画との整合性 総合計画の位置付け：有・無〕 又は 〔個別計画との整合性〕】 

④ 提案に至るまでの経過（市民参加の有無とその内容を含む。） 

 平成２８年６月  国土交通省が北上川、旧北上川及び江合川の最大浸水想定を発表 

 令和 元年５月  石巻市洪水ハザードマップ作成開始 

 令和 ２年１月  浸水想定区域内の避難場所管理者等に対し、事業説明開始 

      ３月  石巻市洪水ハザードマップの作成完了 

⑤ 主な内容 

北上川、旧北上川及び江合川の最大浸水想定域を市内５エリア（石巻東、石巻西、河北・雄勝・北

上、河北・河南・桃生、荻浜・牡鹿）に分割し、洪水ハザードマップ上に指定避難場所等を明示する

とともに、防災情報として、災害への備え、大雨時に取るべき行動、わが家のタイムライン作成につ

いて等を併せて掲載し、市内全世帯に配布する。 

※詳細については、別添ハザードマップのとおり 

⑥ 実施した場合の影響・効果（財源措置及び複数年のコスト計算を含む。） 

【影響・効果】 

 市民等に対する洪水災害への注意喚起と避難行動への活用が図られる。 

 

【市財政への負担】 

 （参考） 

ハザードマップ作成費用 8,704,740 円 ※紙媒体 70,000 部の製作費用を含む 

財源：国（社会資本整備総合交付金）１／２ 

⑦ 他の自治体の政策との比較検討 

 仙台市   平成２９年度から令和元年度作成 

 大崎市   平成２９年３月作成 

 東松島市  平成３１年３月作成 

 登米市   平成３０年３月作成 
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⑧ 今後の予定及び施行予定年月日 

 令和２年６月  石巻市洪水ハザードマップを６月１０日から全戸配布（希望事業所にも配布） 

     随時  各町内会、消防団（水防団）、防災士協議会での周知及び活用 

⑨ その他 

  

 


